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１ 競技規則

(1) 競技は2022年度、公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。

但し、別に定める小学生バレーボール・フリーポジション制競技規則を採用する。

(2) 使用球は、公益財団法人日本バレーボール協会が公認する、人工皮革軽量４号球モルテン

カラーボール　V4M5000-Lとする。

２ 競技日程

本大会プログラムによる。

３ 競技方法

(1) 男女各１６チーム(５県×３＋開催権１)チームを，４チームずつの４グループに分けて予選を行う。

各グループ上位３チームが決勝トーナメント戦を行う。

各グループの残り１チームは、チャレンジグループトーナメント戦を行う。３位決定戦は行わない。

(2) 競技は、全試合３セットマッチとする。

４ チーム編成・服装

(1) ベンチは，監督，コーチ，マネージャ各１名（内１名は成人であること）選手１２名以内とする。

(2) 選手の背番号は１～99とするが、競技運営上１～12が望ましい。

(3) 選手のユニフォームについて、ノースリーブ、ハーフスリーブは禁止。

また、背番号の色と明るさはジャージと対照的でなければならない。

（審判員等の確認が容易な配色とすること）

(4) 監督，コーチ，マネージャは，既定のマークを各チームで用意し、左胸につけること。

上記の内１名以上は，全国指導者研修会受講証（２次）又は、公益財団法人日本体育協会認定

の指導員、上級指導員、コーチ、上級コーチのいずれかの資格証明書を所持し、試合中は、常に

胸に掲げていること。トス前に審判員が確認する。

(5) 監督，コーチ，マネージャの服装は統一された服装であること。Ｔシャツ、短パン（ハーフパンツ

を含む）は認めない。但し，児童がコーチ、マネージャとなる場合は、この限りではない。

５ 試合の進行

(1) ゲームは２日間とも追い込みで行う。連続する場合は，最大１５分の休憩を取る。

休息中はコートの使用を認めない。但し、合同練習は休息時間に含まれる。

(2) 各試合とも，前の試合の両チームがベンチを出てから、当該審判員の指示により、コートに入り、

５分間の合同練習を行う。合同練習は両チームの合意により、ネットを使用することができる。

(3) 試合の進行は、５分間の合同練習後、プロトコールにより以下のように行う。

 トス（キャプテン・監督サイン） → 公式練習（各３分または合同の場合は６分間） → 選手整列・礼 →

→ サービングオーダーの確認 →　ゲーム　→ ゲームの終了・選手整列・礼 →キャプテンは記録用紙にサイン

→ 監督は主副審及び相手監督と挨拶→解散（すぐにベンチを空ける。相手への挨拶なし）

６ エントリー用紙

エントリー用紙は、監督会議終了までに，競技委員長に提出する。

メンバー変更がある場合は、用紙の変更ありに○をつけ、必要事項を記入の上、所属連盟

理事長の承認サインか捺印のうえ、監督会議終了までに競技委員長へ提出する。

７ ワイピング

(1) 試合中のワイピングについては、選手自身が小さなタオルを持って速やかに行うこと。

(2) モップを使用してのワイピングは、タイムアウト・セット間に各チーム選手が行うこと。

(3) その他、審判員の指示があれば随時行うこと。

８ その他

(1) ベンチには、競技に必要な飲料水、救急用具以外の物品は持ち込めない。

（マスコットの持ち込みは禁止する。）

(2) うちわ（団扇）は，タイムアウト中，またはセット間のみ使用を認める。

(3) 熱中症やコロナ感染症など、選手の健康管理に十分に気をつけること。

(4) 大会途中に、チームや保護者に体調不良者が出た場合は、大会参加を自粛すると共に、所属連盟理事長

並びに大会事務局に至急連絡すること。また、病院や保健所と連絡を取り、適切な対応をとること。
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■ 組合せ抽選方法

① 予選グループ戦

１ 下の表の①～⑤を各県の位置とする。

２ Dブロックに開催県枠があるため，開催県は②・④・⑤を除き抽選を行う。

(①・③いずれかに入る)

３ 開催県を除き，４県で本抽選の予備抽選を行う。（次年度開催県順）

４ 本抽選を行う。

◆Aブロック ◆Bブロック

◆Cブロック ◆Dブロック

◆Aブロック ◆Bブロック

◆Cブロック ◆Dブロック

F6
⑤　２位代表 ②　３位代表

女子の部

男子の部

F3 F5 F4

F2 D2
①　２位代表 ⑤　１位代表

②　１位代表 ④　１位代表
F1 B2

③　３位代表 開催県特別枠

B4 B5 D4 D5
⑤　３位代表 ④　２位代表

B3 D3
③　２位代表 ②　２位代表

長野県

①　１位代表 ③　１位代表
B1 D1

④　３位代表 ①　３位代表

Ｃ2
⑤　１位代表

② ③ ④

②　１位代表 ④　１位代表
Ｅ1

④　３位代表 ①　３位代表

富山県福井県

②　２位代表

⑤

新潟県 石川県

①　１位代表 ③　１位代表
A1 Ｃ1

①

Ｅ6

A4 A5 Ｃ4 Ｃ5
⑤　３位代表 ④　２位代表

A3 Ｃ3
③　２位代表

Ａ2
③　３位代表 開催県特別枠

Ｅ3 Ｅ5
②　３位代表

Ｅ2

Ｅ4

①　２位代表

⑤　２位代表

長野県 新潟県

② ③

富山県

①
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② 決勝トーナメント戦

■抽選の原則

１ 同一県より２チーム以上(順位を問わない)の出場の場合は，それらのチームを次のような

ゾーンに分ける。また，予選グループ戦で対戦したチームまでは配慮しない。

・ ２チームが決勝トーナメントに進出する場合 ‥２分の１のゾーン

・ ３～４チームが決勝トーナメントに進出する場合 ‥４分の１のゾーン

２ 抽選の順序は，順位ごとでなく県ごととする。

■抽選順位の決定　〔男子はA・Ｃコート、女子はＢ・Ｄコート〕

１ １位チームの多い県順とする。

２ １位チームが同数の場合は，決勝トーナメントに進出したチーム数の多い県順とする。

３ ２も同数の場合は，該当県にて順序を決定する。

◇ １位チームの抽選 1・6・7・12　より抽選を行う。

◇ ２位チームの抽選 3・4・9・10　より抽選を行う。

◇ ３位チームの抽選 2・5・8・11　より抽選を行う。

男子例

A3 C4

A4 C3

③ チャレンジグループ戦〔男子はＥコート、女子はＦコート〕

◇抽選の原則 同一県チームの初戦の対戦を避けるように配慮する。

◇抽選順位の決定 参加チームの多い県順とする。同数の場合は，該当県にて順序を決定する。

男子例

(4) 抽選会について

① 抽選会の参加者 予選グループ戦 各県競技委員長

決勝トーナメント戦・チャレンジグループ戦 該当チームの監督

② 抽選会の運営 抽選会は，大会開催県の競技委員長が主宰して，前記各項に従って行う。

(5) 使用コート数 予選グループ戦 ６コート 大会１日目

決勝トーナメント戦 ４コート 大会２日目

チャレンジグループ戦 ２コート 大会２日目

⑦ ブロック１位

ブロック３位 ②

C2

ブロック２位 ③ ⑨ ブロック２位

Ｂ
ゾ
ー

ン

ブロック２位 ④
A6

Ａ
ゾ
ー

ン

ブロック１位 ①

C1

ブロック３位 ⑤ ⑪ ブロック３位

ブロック１位 ⑥ ⑫ ブロック１位

⑩ ブロック２位

C5A5

Ｃ
ゾ
ー

ン

1 3

Ｅ1 Ｅ2
Ｅ3

⑧ ブロック３位

A1

Ｄ
ゾ
ー

ン

A2
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